
危機に挑め！ビジネスジェットで変わる日本
世界の航空から見た、日本企業生き残りの道

　
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、
欧
州
債
務
危
機
に
揺
れ
た

２
０
１
１
年
の
日
本
経
済
。

年
も
中
国
バ
ブ
ル
崩
壊
の
可
能
性
な
ど
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
。
企
業
が
生
き
残
る
に
は
危
機
管
理
と
、
時
代
を
読
む
目
・
世
界
を

見
る
目
が
必
要
と
な
る
。
諸
外
国
の
範
例
か
ら
、
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
浮

上
す
る
の
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト

社
用
ジ
ェ
ッ
ト

」
だ
。
日
本
企
業
の
新

た
な
経
営
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
検
証
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
航
空
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
石
原
　
達
也

定
期
便
も
東
京
撤
退
の
動
き

世
界
不
況
に
備
え
よ

右 主に中小企業が利用している
米国製ガルフストリーム 。目
安価格は約 億円。航続距離は約

で日本から東南アジアま
で直行できる。年間 数機― 機
ほどの需要がある

左 中国で人気のエアバス・コー
ポレート・ジェット（ＡＣＪ）。
エアバスの旅客機をビジネスジェ
ットに改修したもので、中国だけ
で 機前後、世界全体で 機以
上の受注実績がある。写真はＡ３
１９を改修したＡＣＪ３１９。航
続距離１万 。中国最大手
のチャーター会社　 　の機
材（エアバス提供）

非
常
時
の
現
場
直
行
体
制
を

社
用
邦
人
救
出
機

成
田
空
港
の
動
き

日
韓
テ
レ
ビ
競
争

世
界
市
場
を
駆
け
巡
る

空
港
の
問
題
で
は
な
い

ビジネスジェット国別就航機数２０１０年末現在

２０１２年 平成２４年 １月６日 金曜日 　　　　 　（ ）　　【全面広告】

ロンドンに 空港あるうちの一つ、ビジネスジェット専用国際空港ファンボロー。ビジネスジェット 機が拠
点とし、２万 回の年間発着枠は飽和状態となっている。出国時にはパスポート・チェックも保安検査も免
除され、自分の車でジェット機に横づけできる。利用者は大企業から中小企業まで幅広い。なお、日本の年間
ビジネスジェット発着量は１万 回―２万回

スイスのバーゼル空港で　 　が運営している世界最大級のビジ
ネスジェット専用ＭＲＯ（整備産業）工場。エアバスＡ３８０やボーイ
ング７８７のビジネスジェット版を含む主要機種ほぼ全てを整備・修理
できるほか、「空飛ぶ経営本部」であるキャビンの開発も手がけてい
る。スイスは欧州のビジネスジェット利用の先駆者でもある

パリのビジネスジェット専用国際空港ル・ブルジェにあるダッソー・ファル
コン・サービスのＭＲＯ部門。フランス製ビジネスジェット機ダッソー・フ
ァルコンを年間 機以上整備している。同空港の年間発着量は６万回超

ジュネーブ国際空港
のビジネスジェット
専用ターミナル。定
期便利用者とは別に
出国手続きや保安検
査が行われるため、
駐車場から数分で飛
行機に乗り込める

ジュネーブ国際空港
のビジネスジェット
専用駐機場の一つ。
同空港は 機分の
ビジネスジェット駐
機枠があるが、慢性
的に飽和状態となっ
ている

　ビジネスジェットの多い国で
航空機産業が発達している点に
注目。つまり航空機産業は航空
機が大量に使われる社会で成立
する。日本の航空機産業は「仕
事が少なく、増える見通しも立
ちにくい」（業界関係諸氏）た
め、技術力も経験も極めて限定
的。話題のボーイング７８７で
の主翼生産など日本企業分担パ
ートも、大部分は米国技術によ
るライセンス生産だ。航空機産
業育成には新規参入の旗振りで
はなく、世界を股にかけて行動
する人材の育成が必要となる

　　 　 　 　 ‐　 　　 　 　　

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
が
津
波
を
か
ぶ
っ

た

年
３
月

日
、
関
西
に

出
張
中
だ
っ
た
東
電
の
清
水

正
孝
社
長
当
時
は
、
愛
知

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
自
衛

隊
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
帰

京
を
図
っ
た
が
、
国
か
ら
の

指
示
で
自
衛
隊
機
が
引
き
返

し
た
た
め
、
帰
京
は
翌
日
に

ず
れ
込
み
、
陣
頭
指
揮
の
遅

れ
を
生
む
一
因
と
な
っ
た
。

　
当
初
、
東
電
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
新
日
本
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
ヘ
リ
で
帰
京
を
図
っ
た

が
、
同
社
ヘ
リ
は
夜
間
飛
行

が
不
可
能
で
、
清
水
社
長
が

同
空
港
に
着
い
た

時
す
ぎ

に
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
。

「
夜
間
の
緊
急
事
態
に
備
え

た
輸
送
手
段
は
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
」

東
電
広
報

部

た
め
、
自
衛
隊
機
に
輸

送
を
依
頼
し
た
。

　
引
き
返
し
を
命
じ
た
国
も

国
だ
が
、
名
古
屋
で
は
同
空

港
と
中
部
国
際
空
港
い
ず
れ

も
、
夜
間
飛
行
可
能
の
ビ
ジ

ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
チ
ャ
ー
タ

ー
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
電
広
報
は
「
清

水
が

時
す
ぎ
に
奈
良
を
た

っ
た
と
き
、
新
日
本
ヘ
リ
が

夜
間
飛
行
で
き
な
い
こ
と
は

把
握
し
て
い
た
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
チ
ャ
ー
タ
ー

ま
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ

た
」
と
い
う
。

　　　　　　　
原
発
事
故
の
数
カ
月
前
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
民
主
化
を
求

め
る
大
規
模
な
デ
モ
が
発
生

し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
全
空

港
で
定
期
便
の
運
航
が
止
ま

っ
た
非
常
事
態
に
、
同
地
に

拠
点
展
開
し
て
い
た
欧
州
企

業
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
で
現
地
に
乗
り
込
み
、
自

社
従
業
員
を
避
難
さ
せ
た
企

業
も
あ
っ
た
。

　
現
地
政
府
と
交
渉
し
て
乗

り
入
れ
枠
を
確
保
し
た
、
あ

る
欧
州
大
手
Ｆ
Ｂ
Ｏ

Ｆ
ｉ

ｘ
ｅ
ｄ
　
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
　
Ｏ
ｐ

ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
、
ビ
ジ
ネ
ス

ジ
ェ
ッ
ト
の
運
航
を
支
援
す

る
空
港
サ
ー
ビ
ス
業
者

の

役
員
は
、
「
暴
動
や
テ
ロ
な

ど
定
期
便
の
止
ま
る
非
常
事

態
に
備
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ

ッ
ト
を
保
有
す
る
企
業
は
少

な
く
な
い
。
我
々
の
よ
う
な

Ｆ
Ｂ
Ｏ
は
、
飛
行
機
の
発
着

が
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
状
況

で
も
顧
客
の
社
用
機
が
乗
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
各
国
政

府
要
人
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

築
き
、
ｅ
ｖ
ａ
ｃ
ｕ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

避
難
活
動

を
支
援

し
て
い
る
」
と
語
る
。

　
東
電
の
件
と
欧
州
の
件
を

比
較
す
る
と
、
危
機
管
理
意

識
の
差
が
際
立
つ
。
「
夜
間

の
緊
急
事
態
は
想
定
外
」
だ

っ
た
前
者
に
対
し
、
後
者
は

非
常
時
に
備
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
移
動
の
手
段
を
確
保
し
、

使
い
こ
な
し
て
い
る
。
清
水

社
長
が
震
災
当
日
に
帰
還
で

き
て
い
た
ら
原
発
事
故
を
防

げ
た
と
い
う
保
証
は
な
い

が
、
常
日
頃
か
ら
「
万
一
の

事
態
」
を
想
定
し
、
巨
額
の

コ
ス
ト
を
投
じ
て
で
も
備
え

る
意
識
が
あ
れ
ば
、
被
害
が

軽
微
で
済
ん
だ
可
能
性
は
あ

る
。
必
要
な
コ
ス
ト
を
惜
し

め
ば
、
「
結
果
的
に
高
く
つ

く
」
典
型
例
と
い
え
よ
う
。

　　　　　　　
狭
い
島
国
の
中
で
さ
え
こ

う
な
の
だ
か
ら
、
広
い
世
界

で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
。
欧
米
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
い
、
危
機
管
理
ツ
ー

ル
と
し
て
、
中
小
企
業
に
ま

で
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
普

及
が
進
ん
だ
。
近
年
で
は
ア

ジ
ア
企
業
の
間
で
も
利
用
が

拡
大
し
始
め
て
い
る
。
こ
う

し
た
国
々
で
は
企
業
が
政
府

に
、
専
用
国
際
空
港
な
ど
の

利
用
環
境
整
備
を
働
き
か

け
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
を

活
用
し
て
い
る
。

　
諸
外
国
と
比
べ
利
用
環
境

整
備
が
遅
れ
て
い
た
日
本
だ

が
、

年
３
月
末
に
は
成
田

空
港
で
首
都
圏
初
の
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
専
用
国
際
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な

ど
、
日
本
政
府
の
取
り
組
み

も
進
み
始
め
た
。

年
は
首

都
圏
企
業
に
と
っ
て
、
新
た

な
危
機
管
理
体
制
を
確
立
で

き
る
年
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ

イ
ム
ズ
は

年

月

日
付

の
記
事
で
、
「
中
国
発
の
経

済
危
機
の
恐
れ
が
増
大
し
て

い
る
」
と
し
て
、
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
が
バ
ブ
ル
崩
壊
の
始

ま
り
が
懸
念
さ
れ
る
中
国

に
、
次
の
狙
い
を
定
め
つ
つ

あ
る
と
報
じ
た
。

　
経
済
問
題
に
通
じ
た
あ
る

国
会
議
員
は
、

年
に
は

中
国
バ
ブ
ル
の
崩
壊

金
融

機
関
の
世
界
規
模
で
の
貸
し

剥
が
し
に
よ
る
新
興
国
経
済

成
長
の
終
焉

ユ
ー
ロ
解

し
ゅ
う
え
ん

体

が
発
生
す
る
可
能
性
を

指
摘
し
、
「
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
を
序
章
と
す
る
世
界

同
時
不
況
が
本
番
を
迎
え
、

５
年
以
上
は
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
続
く
。
失
業
者
の
大
量
発

生
と
治
安
の
急
速
な
悪
化
へ

の
対
処
が
、
政
府
の
最
優
先

課
題
と
な
る
」
と
予
測
す

る
。

　
同
議
員
は
、
そ
の
間
の
日

本
経
済
の
希
望
と
し
て
「
日

本
企
業
は
巨
額
の
資
金
を
内

部
留
保
し
て
い
る
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
経
営
か
ら
脱
皮
し

て
、
不
況
明
け
に
伸
び
得
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
世
界
各
地
で
探

し
、
自
ら
の
責
任
と
決
断
で

積
極
投
資
す
る
腹
を
く
く
る

な
ら
、
そ
の
先
で
日
本
経
済

は
再
生
で
き
る
」
と
指
摘
す

る
。

出典　：　ビジネスジェット就航機数は、航空機産業の国際情報誌　
　の 年２－４月号（日本の機数のみＮＰＯ法人日本ビジネ

ス航空協会の資料）
※参考：日本の定期航空会社の保有機材合計は約 機

　　　　　　　
こ
の
指
摘
は
ま
さ
に
、
諸

外
国
の
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
理

由
と
合
致
す
る
。
欧
米
の
Ｆ

Ｂ
Ｏ
各
社
、
日
本
の
ユ
ー
ザ

ー
企
業

大
手
製
造
業

な

ど
の
話
を
ま
と
め
る
と
、
ビ

ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
は
一
般
的

に

１
日
３
カ
国
程
度
を
回

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
重
要

な
商
談
を
こ
な
し
て
日
帰
り

す
る

定
期
便
の
飛
ん
で
い

な
い
発
展
途
上
国
の
奥
地
に

も
、
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
直
行

し
て
市
場
開
拓
す
る

超
多

忙
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン

同
士
、
互
い
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
合
っ
た
一
瞬
を
狙
っ

て
、
世
界
の
ど
こ
で
あ
っ
て

も
商
談
に
直
行
す
る

フ
ラ

イ
ト
中
も
会
議
や
商
談
に
専

念
す
る

航
空
テ
ロ
の
回
避

と
危
機
管
理

に
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　
例
え
ば
韓
国
大
手
メ
ー
カ

ー
経
営
者
た
ち
は
、
ボ
ー
イ

ン
グ
な
ど
の
旅
客
機
を
改
修

し
た
大
型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
で
、
常
に
地
上
と
の
連
絡

を
保
ち
な
が
ら
、
入
浴
・
睡

眠
さ
え
も
機
上
で
済
ま
す
勢

い
で
、
世
界
中
を
飛
び
回
っ

て
商
売
し
て
い
る
。

　
あ
る
欧
州
の
大
手
Ｆ
Ｂ
Ｏ

で
は
、
数
年
前
に
筆
者
が
訪

ね
た
際
は
日
本
製
テ
レ
ビ
を

使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
に

再
訪
す
る
と
全
て
韓
国
製
に

替
わ
っ
て
い
た
。
同
Ｆ
Ｂ
Ｏ

の
利
用
客
で
あ
る
韓
国
メ
ー

カ
ー
の
最
高
経
営
責
任
者

Ｃ
Ｅ
Ｏ

が
、
自
社
製
の

テ
レ
ビ
に
無
償
で
交
換
し
た

と
い
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
で
世
界
を
飛
び
回
る
人
々

に
、
あ
る
日
を
境
に
日
本
製

テ
レ
ビ
が
全
て
韓
国
製
に
置

き
換
わ
っ
た
光
景
を
見
せ
る

こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
発
揮
す

る
か
想
像
に
難
く
な
い
。

　

年
、
日
本
の
大
手
メ
ー

カ
ー
が
相
次
い
で
テ
レ
ビ
事

業
の
撤
退
・
縮
小
を
打
ち
出

し
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
な
い
日
本
企

業
に
は
目
撃
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
場
所
か
ら
、
市
場
を

切
り
崩
す
動
き
は
仕
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

　　　　　　　

年
代
半
ば
ま
で
香
港
に

駐
在
し
て
い
た
、
日
系
大
手

企
業
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

「
取
引
先
の
中
国
メ
ー
カ
ー

は
、
玄
関
に
２
人
の
社
員
の

写
真
を
張
り
出
し
て
い
た
。

月
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
、
月
間
ワ
ー

ス
ト
Ｍ
Ｖ
Ｐ
だ
。
２
カ
月
連

続
の
ワ
ー
ス
ト
は
、
即
ク
ビ

に
な
る
。
ま
た
、
ど
の
企
業

で
も
社
員
の
多
く
が
、
隙
あ

ら
ば
会
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
奪

っ
て
起
業
し
よ
う
と
チ
ャ
ン

ス
を
狙
っ
て
い
た
。
彼
ら
は

悪
し
き
平
等
は
日
本
経
済

あ
の
致
命
傷

と
さ
え
指
摘
し

て
い
た
」
と
回
想
す
る
。

　
そ
の
中
国
で
は
、
欧
米
ま

で
直
行
で
き
る
長
距
離
ビ
ジ

ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
が
、
急
速
に

販
売
を
伸
ば
し
て
い
る
。

年
だ
け
で
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト

機
が
輸
入
さ
れ
、
香
港

国
際
空
港
で
は
月
間
２
機
ず

つ
駐
機
数
が
増
え
て
い
る
。

自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、

自
分
の
責
任
で
決
断
す
る
若

手
企
業
家
た
ち
が
、
次
々
と

世
界
市
場
に
斬
り
込
み
始
め

た
か
ら
だ
。

　
彼
ら
の
手
本
と
な
っ
た
の

は
欧
米
企
業
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
全
体
の
フ
ラ
イ
ト
量

は
落
ち
込
ん
だ
が
、
長
距
離

機
の
フ
ラ
イ
ト
量
は
か
え
っ

て
増
加
し
た
。
そ
の
要
因

は
、
欧
米
企
業
が
ア
ジ
ア
新

興
諸
国
で
の
市
場
争
奪
戦
を

加
速
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
日
本
企
業
が
、
こ
う
し
た

ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
ビ
ジ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
ス
を
奪
い
合
っ
て

い
く
上
で
、
成
田
空
港
の
取

り
組
み
は
大
き
な
一
助
と
な

る
だ
ろ
う
。

　
首
都
圏
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
利
用
環
境
の
整
備
は
、

「
海
外
企
業
の
日
本
素
通
り

を
防
ぐ
た
め
」
と
の
切
り
口

で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
時
代
遅
れ
の
認
識
だ
。

い
く
つ
か
の
国
の
外
交
機
関

な
ど
に
確
認
し
た
が
、
「
当

国
の
企
業
は
既
に
日
本
企
業

へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
の

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の

飛
来
ニ
ー
ズ
も
な
い
だ
ろ

う
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

年

月
末
、
羽
田
空
港

が
昼
間
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ

ッ
ト
の
発
着
枠
を
新
設
し
た

が
、
「
成
田
空
港
の
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
発
着
量
の
一
部

が
シ
フ
ト
し
た
だ
け
で
、
そ

の
後
は
両
空
港
と
も
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
希
望
の
発
着
枠

を
取
れ
な
い
た
め
と
い
う
よ

り
、
日
本
に
用
が
な
い
の
だ

ろ
う
」

ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
業
界
関
係
者

。

　　　　　　　
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
だ
け

で
は
な
い
。
あ
る
日
系
大
手

航
空
会
社
役
員
は
、
「
外
国

航
空
会
社
の
定
期
便
は
原
発

事
故
以
前
か
ら
東
京
路
線
撤

退
へ
動
き
始
め
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　
中
国
・
韓
国
・
東
南
ア
ジ

ア
路
線
を
優
先
す
る
と
、
東

京
路
線
に
回
す
機
材
が
な
く

な
る
。
東
京
に
は
機
材
を
買

い
足
し
て
ま
で
路
線
を
引
く

魅
力
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

東
京
路
線
は
日
本
の
航
空
会

社
の
機
材
に
、
コ
ー
ド
シ
ェ

ア
で
座
席
を
用
意
し
て
も
ら

え
れ
ば
十
分
。
「
提
携
先
の

外
国
大
手
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、

そ
う
明
確
に
通
告
し
て
き
て

い
る
」
と
い
う
。

　
な
ぜ
日
本
企
業
の
存
在
感

が
弱
ま
っ
て
い
る
の
か
。
外

交
機
関
な
ど
の
話
を
総
合
す

る
と
、

意
思
決
定
が
遅

く
、
責
任
と
権
限
の
所
在
が

不
明
確

諸
外
国
と
、
互
い

の
強
み
を
生
か
し
合
お
う
と

す
る
姿
勢
が
育
っ
て
い
な
い

自
分
た
ち
が
一
流
と
の
思

い
込
み
か
ら
脱
却
し
よ
う
と

し
な
い

と
い
っ
た
評
価
が

定
着
し
た
結
果
だ
と
い
う
。

　
前
述
の
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
利
用
者
の
働
き
方
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
。
ア
ジ
ア
新

興
諸
国
の
企
業
は
、
「
欧
米

企
業
は
、
あ
ん
な
も
の
を
使

っ
て
世
界
を
股
に
か
け
て
勝

負
し
て
い
る
の
か
。
だ
っ
た

ら
わ
が
社
も
！
」
と
活
用
し

始
め
て
い
る
。
同
じ
動
き
の

で
き
る
日
本
企
業
が
、
ど
れ

ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
日
本
人
は
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い

換
え
れ
ば
成
長
の
余
地
は
大

き
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト

は
、
日
本
企
業
が
ど
う
変
わ

る
べ
き
か
を
示
す
手
が
か
り

と
も
い
え
る
。

　
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
信

用
力
は
世
界
最
高
水
準
で
、

ビ
ザ
な
し
で
観
光
や
ビ
ジ
ネ

ス
渡
航
で
き
る
国
の
数
で

は
、
日
本
人
は
世
界
最
多
と

も
聞
く
。

　
世
界
を
股
に
か
け
て
動
き

だ
し
た
と
き
、
日
本
人
が
培

っ
て
き
た
信
頼
が
威
力
を
発

揮
す
る
。

　
日
本
人
一
人
ひ
と
り
の
行

動
次
第
で
、
新
た
な
成
長
の

道
が
生
ま
れ
る
。


